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はじめに�

　日本において未成年の飲酒は今のところ認められていない。しかしながら、飲酒という行

為は、未成年の学生も数多く在籍する日本の大学において、学生生活の一部になっていると

いっても過言ではない。昔ながらの「新歓コンパ」、「打ち上げ」の宴など、様々な名目で

飲酒が許される会合は大学の内外にあふれている。多くの場合、学生たちは、このような席

での酒を仲間とのコミュニケーションに欠かせない道具としてとらえている。一方、飲酒と

いう行為が危険な事態を招く場合も少なくない。北海道大学に関していえば、２００７年５月、

ある大学公認サークルの学生１１０人が市内の花見客で賑わう公園で飲酒、未成年者８人を含

む９人が急性アルコール中毒の症状となり、救急車で北大病院に運ばれるという事態となっ

たことが記憶に新しい１。また、昭和５９年から平成７年にかけて、７名の学生が飲酒事故に

より命を失っている。この間の全国の飲酒事故による死亡者数は９３名であり、北海道大学の

学生が実にこのうちの７．５％を占めていることになる２。一体、大学という場に連なるものた

ち、特に大多数をしめる大学生はどのような意識のもとに飲酒をしているのだろうか。ある
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いは飲酒という行為をながめているのだろうか。筆者は２００２年以来、日本の大学生を対象に、

無記名アンケート、「飲酒に関する大学生の意識調査」を行っている３。本稿では２００７年４

月に北海道大学に通う大学生を対象に行った同調査の結果を紹介し、分析を加える４。�

�

�
１．「飲酒に関する大学生の意識調査」（２００７年）―回答者について―�

　２００７年４月１６日、無記名アンケート「飲酒に関する大学生の意識調査」を行った。これは、

北海道大学全学共通科目の講義、「社会問題としての飲酒」（分野別科目「社会の認識」）

の初回授業参加者を対象に行ったものである。アンケート開始時に、（１）無記名アンケー

トであること、（２）調査結果を授業の中で教材として利用すること、（３）調査結果を学

内外で利用する場合があること、以上の３点を口頭で説明した。加えて、５月７日の授業で

は口頭及び配布したプリント（Ｎｅｗｓｌｅｔｔｅｒ １）５で（２）、（３）を再び確認した。回答者

数は本稿のタイトルにもあるように１０１名であった。その詳細を以下の表１、２、３で示す。�

表１　Ｑ１． あなたの身分（学年）は？�

学年�

人数�

％�

１年生�

２１�

２１％�

２年生�

７４�

７３％�

３年生�

１�

１％�

４年生�

５�

５％�

その他�

０�

０％�

表２　 Ｑ２． よろしければ年齢を（　　）内にご記入ください�

年齢�

人数�

％�

１８�

１３�

１３％�

１９�

３８�

３８％�

２０�

２６�

２６％�

２１�

９�

９％�

２２�

３�

３％�

２３�

４�

４％�

２４�

１�

１％�

その他�

７�

７％�

表３　Ｑ３． あなたの性別は？�

性別�

人数�

％�

男性�

８２�

８２％�

女性�

１７�

１７％�

その他（　　）�

２�

２％�

　表１で示すように学年別にすれば２年生が全体の７割を占め、２割の１年生がこれに続く。

３年生、４年生は合わせても６％弱である。５月以降、大学院生の聴講が確認できたが、ア

ンケート回答者としての大学院生の数は表が示すように０（ゼロ）である。年齢別にみると、

表２で示すように１８歳が１３％、１９歳が３８％、つまり、回答者のうち約半数が未成年者で
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表４�Ｑ４． あなたはアルコール飲料（日本酒、ビール、ウィスキー、焼酎など）を飲んだことがありますか？�

�

人数�

％�

はい�

９６�

９６％�

いいえ�

４�

４％�

無回答�

１�

１％�

表５�

�

人数�

％�

はい�

４５�

４５％�

いいえ�

５２�

５１％�

無回答�

４�

４％�

表６�

Ｑ５．あなたは定期的にアルコール飲料を飲んでいますか？�

Ｑ６．次のうちからその頻度を選んでください。�

�

人数�

％�

毎日�

３�

３％�

週に２、３回�

１６�

１６％�

週に１回�

１５�

１５％�

その他�

１１�

１１％�

�

２．北大生１０１人の飲酒経験�

　以下の表４で示す数字から、これら１０１名の学生の飲酒経験を読み取ってみよう。�

�

�

�

�

�

�

�

�

　１．で述べたように、回答者の約半数は未成年者である。しかし、飲酒経験のあるものは

全体の９６％を占める。この数字は、酒が未成年者も参加する日本の儀礼や祭の場に欠かせな

いものであることに加えて、未成年者であっても大学生になれば、あるいは中学・高校を卒

業するなどして社会に出れば、年齢に関係なく半ば公然と飲酒が許されることが多いことを

示していると推察する。これらの飲酒経験があるものを対象に用意した質問が以下に示すＱ

５（Ｑ４で「はい」を選んだ方におたずねします。あなたは定期的にアルコール飲料を飲ん

でいますか？）と Ｑ６（次のうちからその頻度を選んで下さい。）である。�

�

ある。この年齢構成に留意しながら論考をすすめる。性別については、表３のように、回答

者の８割が男子学生であった。また、問うてはいないが、受講の目的は、後に示す調査結果

から「社会問題としての飲酒」に特に関心があるものは少数であったと考えられる。�
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表７�

理由�

習慣になっていて特に理由はない�
アルコール飲料がないと眠れない�
いやなことを忘れるため�
友人らとの会話を楽しむ材料として欠かせない�
その他（　　　　　） 

８�
０�
３�
２２�
１４�

８％�
０％�
３％�
２２％�
１４％�

人数� ％�

表８�

Ｑ７． あなたはなぜ定期的にアルコール飲料を飲むのですか？�

Ｑ８．あなたは飲酒（アルコール飲料を飲むこと）によって次のようなことを経験したことがありま�
　　　すか？（複数回答可）�

頭痛�
嘔吐�

一時的に記憶を失う�
二日酔いで学校に遅刻する�
二日酔いで学校を欠席する�

暴言を吐く�
暴力を振るう�

５８�
６０�
３４�
１７�
１５�
７�
３�

５７％�
５９％�
３４％�
１７％�
１５％�
７％�
３％�

人数� ％�

　「友人らとの会話を楽しむ材料として欠かせない」を選ぶものが多いということは予想通

りであった。しかし定期的に飲酒するもの４５名のうち、８名が「習慣になっていて特に理由

はない」と答えていることにも注目したい。「その他」の理由として「酒が好きだから」と

いうものが多かった。他の選択肢の中に「酒が好きだから」という項目を加えなかったのは

筆者の落ち度である。次回の調査の際にこの項目を付け加えることにする。�

　さて、定期あるいは不定期の飲酒により、大学生はどのような影響を受けているのだろうか。

表８で確認したい。�

　表５からは定期的に飲酒するものが４割を超えることがわかる。表６では、飲酒が日課の

ようになっているものが少数ではあるが確認できる。１０１名のうち３４名、３割強の学生が週

に１回以上の頻度で飲酒をしている計算となる。さて、彼らはなぜ定期的に飲酒をするのだ

ろうか。次に示す表７でその実態をみてみよう。�

　選択肢のうち、「頭痛」、「嘔吐」、「一時的に記憶を失う」は飲酒が回答者の身体に及

ぼす影響である。「頭痛」と「嘔吐」に関しては、回答者の半数以上が経験済みである。自

身にとっての適量を知らぬが故なのか、何らかの事情で適量を超える飲酒をするに至ったの

かは不明である。３割を超える回答者が「一時的に記憶を失う」ような状態を経験している

ことは見過ごすことができない。「二日酔いで学校に遅刻する」、「二日酔いで学校を欠席

する」では飲酒が学生生活に与える影響を確認した。この数字を多いとするか少ないとするか、

後の授業では意見が分かれた。「暴言を吐く」、「暴力を振るう」は、程度の差こそあれ、

他者になんらかの害を及ぼすという、飲酒による深刻な影響を受けている場合であると考え
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られる。これを選択したものの数は少ないが、本来あるべきではない。見方を変えれば、Ｑ

８の回答者らはこれらのいわば「負」の影響が、「コミュニケーションを楽しむ道具」であ

るはずの酒によるものであるとすでに認識していることがわかる。�

３．大学生と飲酒の強要�

　大学生のコンパなどの飲み会に限らず、アルコール飲料が出される席での飲酒の強要は、

近年、アルコール・ハラスメントとして知られるようになった。北海道大学構内でもアルコ

ール薬物問題全国市民協会による「アルハラ」防止のポスターがみられる。アルコール・ハ

ラスメントという語は、「セクシャル・ハラスメント」が日本で一般的に用いられるように

なって以降、用いられるようになったものである。特に飲酒の強要が社会問題として注目さ

れるようになった１９９０年代後半から急速に広まった。大学を舞台にした飲酒の強要による「事

件」としては、１９９９年、熊本大学医学部１年生が、所属サークル新歓コンパ恒例のバトルと

呼ばれる「飲み比べ」の後、死亡したことがよく知られている６。急性アルコール中毒による

死亡事故として、全国で初めての刑事告訴・賠償請求訴訟となったことでも注目されたが、

この現場には医師である医学部の教官（当時）ら、医師を目指す上級生らが同席していたこ

ともあわせて世に衝撃を与えた。また２００２年には、神戸大学の教官（当時）が実験の失敗を

理由に学生に飲酒を強要、その結果、２名の学生が急性アルコール中毒で入院するという事

件がおこった７。最近では、神戸市内の高校で、同級生らがペットボトルのジュースにウオツ

カを混ぜて男子生徒に飲むようにはやしたて、急性アルコール中毒にさせたとして同級生ら

が傷害容疑で書類送検される事件があった（２００５年９月、新聞報道は翌年１１月）８。このよ

うに「飲酒の強要」は危険かつ不幸な結果を招く場合がある。また、このような飲酒事故が

繰り返し報道されているにも関わらず、筆者の過去の調査でも、多くの大学生が飲酒を強要

された経験があり、また他者に対しての飲酒の強要がなかなかなくならないことがわかって

いる９。このような「飲酒の強要」が、調査対象となった大学生にとってどれくらい身近なも

のであるかを調べるために用意したのがＱ９からＱ１４までの質問である。回答者の「飲酒の

強要」にまつわる経験を次の表９～１４、図１、２で示す。�

　表９では全回答者の４割を越えるものが「飲酒を強要されたことがある」と答えているこ

とが確認できる。２００２年にこの調査を開始して以来、飲酒を強要されたことがある回答者

の割合は４割を下回ったことがない。しかも、「はい」と答えた回答者のうち２０名が未成

年者であることは見逃しがたい。さらに注目すべきは表１０で確認できるように飲酒を強要

された結果、断ったものが４２名中、わずか１名であるという事実である。後の授業でこの

結果を紹介したところ、「サークルの飲み会の盛り上がった雰囲気の中で先輩や仲間にすす

められた酒を断ることはできない」という声が多数あがった。その声が示すような結果が確

認できるのが表１１である。飲酒を強要するのは大学の先輩が圧倒的に多く、大学の友人が

これに次ぐ。飲酒と大学生を取り巻く上下関係とが無縁ではないことが確認できる。ただ、

今回の調査ではアルバイト先の先輩が飲酒を強要するというようなことが例年より少なかっ

たことも付け加えておく。表１２、表１３、表１４は回答者に飲酒の強要を自ら行った経験に

ついて問うたものである。本来、このような経験はないことが望ましいが、１割を超える回
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表９�Ｑ９． あなたは飲酒を強要されたことがありますか？�

�

はい�

いいえ�

その他�

回答者数�

４２�

５７�

２�

回答� （未成年者）�

（２０）�

（３１）�

（０）�

％�

４２％�

５６％�

２％�

図１　あなたは飲酒を強要されたことがありますか？�
回答者の４１．５８％（４２名）が「はい」と答えた。�
「はい」と答えた学生には未成年者２０名が含まれている。�
�
眞　睦子「飲酒に関する大学生の意識調査」（２００７年）�
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表１０�Ｑ１０． 飲酒を強要された結果、あなたはどうしましたか？�

Ｑ１０． 飲酒を強要された結果、あなたはどうしましたか？�

図２　飲酒を強要された結果、あなたはどうしましたか？�

「断った」と答えた学生は４２名中、１名であった。半数を�
超える学生が強要されるままに酒を飲み、約３割の学生が少�
量ではあるが、やはり酒を飲むことで応じている。�

断った�

少量飲んだ�

強要されるままに飲んだ�

その他�

回答者数�回答�

（回答者数：４２）�

％�

１�

１３�

２３�

５�

２％�

３１％�

５５％�

１２％�

�
眞　睦子「飲酒に関する大学生の意識調査」（２００７年）�
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表１２　Ｑ１２． あなたは飲酒を強要したことがありますか？�

回答� 回答者数�（未成年者）� ％�

はい�

いいえ�

１４�

８７�

（０）� １４％�

８７％�

�

（回答者数：１４）�

表１１　Ｑ１１． あなたに飲酒を強要したのは次のうち誰でしたか？（複数回答可）�

男　　　　　　性�

�

女　　　　　　性�

男　　　　　　性�

�

女　　　　　　性�

計（人数）�

大学の先輩  ３８�

大学の後輩  ６�

大学の友人  １０�

大学の指導教員 ０�

（アルバイトの経験のある方）�

アルバイト先の先輩 ４�

アルバイト先の友人 ２�

アルバイト先の上司 ２�

家族・親族�

（具体的に：  ）�

その他�

（   ） 

大学の先輩  １８�

大学の後輩  ２�

大学の友人  ７�

大学の指導教員 ０�

�

アルバイト先の先輩 １�

アルバイト先の友人 ０�

アルバイト先の上司 １�

５６�

８�

１７�

０�

�

５�

２�

３�

�

１�

�

１�

％�

５５％�

８％�

１７％�

０％�

�

５％�

２％�

３％�

�

１％�

�

１％�

表１３　Ｑ１３． あなたが飲酒を強要した結果、その相手はどうしましたか？�

断った�

少量飲んだ�

強要されるままに飲んだ�

その他�

０�

２�

１２�

０�

０％�

１４％�

８６％�

０％�

人数�回答� ％�

表１４　Ｑ１４． あなたが飲酒を強要したのは次のうち誰でしたか？（複数回答可）�

計（人数）�

大学の先輩  ６�

大学の後輩  １９�

大学の友人  ３５�

大学の指導教員 １�

（アルバイトの経験のある方）�

アルバイト先の先輩 ７�

アルバイト先の友人 １６�

アルバイト先の上司 ５�

家族・親族�

（具体的に：  ）�

その他�

（   ） 

大学の先輩  ７�

大学の後輩  ４�

大学の友人  ９�

大学の指導教員 ０�

�

アルバイト先の先輩 ４�

アルバイト先の友人 １０�

アルバイト先の上司 １�

２２�

２３�

４３�

１�

�

１１�

２６�

６�

�

０�

�

２４�

％�

２２％�

２３％�

４３％�

１％�

�

１１％�

２６％�

６％�

�

０％�

�

２４％�
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表１６�

はい�

いいえ�

その他�

回答者数�回答� ％�

５１�

４９�

１�

５１％�

４９％�

１％�

表１５�

Ｑ２３． あなたはアルコールが薬物の一種であると認識していましたか？�

Ｑ１６．その場合アルコール飲料を飲んでいる人、あるいは酩酊状態の人に関して、あなたが気に�
　　　　なるのは次のうちどのようなことですか？�

何も気にならない�

におい�

自分への言動�

他者への言動�

自分への暴力行為�

他者への暴力行為など�

その他�

回答者数� ％�

３１�

１９�

１９�

４０�

１０�

２０�

１０�

３１％�

１９％�

１９％�

４０％�

１０％�

２０％�

１０％�

４．酒は薬物である�

　さて、大学生、今回の無記名アンケートの回答者となった北大生１０１人の飲酒経験を眺め

てきたが、彼らは、彼らの身近にある「酒」というもの、そして「飲酒をしている人」をど

のように認識しているのだろうか。回答者の９割を超えるものが「アルコール飲料を飲んで

いる人、あるいは酩酊状態の人と自宅あるいは居酒屋、バーなどで同席したことがある」と

答えている１０。彼らが飲酒中の同席者についてもっとも気になることは表１５で確認できるよ

うに「他者への言動」（４０％）である。「自分への言動」が気になるという回答（１９％）の

２倍以上の数値となった。「飲食中の同席者が何を言っても、自分に向けられたものなら、『お

酒が入っているから』とあきらめもつくが、これが他の人に向けられたらどうなるか心配に

なるからではないか」とは受講者の一人による分析である。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

　また、言動だけではなく、飲酒が何らかの暴力行為を引き起こす可能性も意識されている。

しかしながら回答者の約半数が「酒は薬物である」という事実を認識していなかったという

ことがわかった（表１６）。「あなたはアルコールが薬物の一種であると認識していましたか」

という問い（Ｑ２３）に４９名の学生が「いいえ」と答えたのである。尚、Ｑ２３については、�

問いそのものが、回答者に「アルコールは薬物の一種である」と教示するものであり、アン

ケートの文言としては望ましくない。�

答者が飲酒を強要した経験があると答えた。そしてこの中には未成年者がいない。また、こ

れらの学生が飲酒を強要した相手は全員がそれに応えている。表１４では、大学の友人と後

輩の数字が目立ち、表１１ （Ｑ１１． あなたに飲酒を強要したのは次のうち誰でしたか？）

の数字と重ねてみると、飲酒の場に持ち込まれたタテの人間関係が如実に浮かび上がる。�
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おわりに－適正飲酒教育のあり方を探る�

　平成１０年に内閣総理大臣を本部長とする「薬物乱用対策推本部」において「薬物乱用防止

五ヵ年戦略」が策定されて以来、薬物乱用防止教育は学校教育の場ですすんでいるといわれ

ている１１。ここでいう薬物とは主としてシンナー、大麻、ヘロインのような薬物である。今

の日本において、薬物の中でもっとも簡単に入手できる「入門薬物」と呼ばれる酒は、この

ような薬物とは別に論じられることが多い。�

　今年度の授業、「社会問題としての飲酒」（分野別科目「社会の認識」）の受講者からは通学

した小・中・高の各学校で「飲酒に関する教育」を含む「薬物教育」を受けた記憶がないと

いう声が多く聞かれた。さらに、「確かに飲酒に関する教育の時間はあったが、プリントの

配布程度で、具体的ではなかった」という意見もあった。８９％の受講者が「あなたは学校教

育の中でアルコールに関する教育が必要だと思いますか」という問いに「はい」と回答して

いる背景にはこのような事実がある。Ｑ２５として 「アルコールに関する教育は次のうちどの

段階で始めるべきだと思いますか」と問うたところ、高校１年生（３０％）がもっとも多く、

中学一年生（２０％）、小学校６年生（１４％）がこれに続いた。同様に多く聞かれたのが「ア

ルコールに関する教育をどの時点から始めるかというよりも、『継続的』あるいは『定期的』

な飲酒教育が望ましい」というものだった。�

　さらに今年度に限らず、これまでの回答者に共通しているのが中・長期的に飲酒を継続し

た場合に起こり得る「酒への依存」及び「アルコール依存症」に関する知識の欠落である。

筆者は「あなたは断酒会という団体についてきいたことがありますか」のような問いを用い

ることにより、アルコールに依存する人々及びその家族・友人らによる自助組織についての

情報を回答者（大学生）が有しているか調査してきた。そして２００２年以来、毎回９割以上の

学生が「いいえ」と答えることを確認している。このアンケートに答えた後の授業で、回答

者はこれら自助組織の関係者から経験談を聴くことにより、授業で学んだ情報に自分なりの

肉付けをしている。�

　飲酒により気分が高揚するのも、量が過ぎれば頭痛・吐き気などの症状があらわれるのも、

授業に遅刻してしまう、学校を休んでしまうのも、酒という薬物のなせるわざである１２。酒

が入れば他者に暴言・暴力で接する場合も然りである。一時的にせよ大量飲酒により危険な

状態に陥る可能性もある。そして時に大学生が他から強要され、時に他に強要しているのは、

やはり酒という薬物である。そして飲酒を中・長期的に継続すれば「依存」という結果を招

く可能性もある。�

　今回の調査は、調査対象の数、特定の講義の受講者のみが回答したことなどを考えると、

大学生の飲酒の実態、特に北大生の飲酒の実態をすべてを明らかにしたとは言い難い。しかし、

どのような適正飲酒教育が求められているのかを検討する上で貴重な資料となり得ると確信

している。�

　最後に、今年度の「飲酒に関する大学生の意識調査」の回答者となり、同時に調査結果を

もとにした活発な議論により筆者に今後の課題を与えてくれた１０１人の北大生、そして過去

の飲酒事故について学生の視点で説明してくれた北海道大学恵迪寮自治会・飲酒事故防止特

別委員会のみなさん、貴重な資料をご提供くださった北海道大学保健管理センター所長の武

蔵学教授、この調査から始まった筆者による拙い講義「社会問題としての飲酒」（分野別科
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目「社会の認識」）の中で、自らのご経験をお話しくださり、中・長期的な飲酒の危険性を

わかりやすく示して下さった札幌連合断酒会及び家族会の皆様方に感謝の意を表したい。�
�
�
�
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え
と
答
え
た
方
は
Ｑ
１２
．
へ
お
進
み
く
だ
さ
い
。
�

�  
Ｑ
９
．
で
「
は
い
」
を
選
ん
だ
方
に
お
た
ず
ね
し
ま
す
。
�

 
Ｑ
１０
．
 飲
酒
を
強
要
さ
れ
た
結
果
、
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
し
た
か
？
�

  
断
っ
た
 

 少
量
飲
ん
だ
 

 強
要
さ
れ
る
ま
ま
に
飲
ん
だ
�

  
そ
の
他
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
�

�  
Ｑ
１１
．
あ
な
た
に
飲
酒
を
強
要
し
た
の
は
次
の
う
ち
誰
で
し
た
か
？
（
複
数
回
答
可
）
�

  
大
学
の
先
輩
（
男
性
）
 
大
学
の
先
輩
（
女
性
）
 
 大
学
の
後
輩
（
男
性
）
�

  
大
学
の
後
輩
（
女
性
）
 
大
学
の
友
人
（
男
性
）
 
 大
学
の
友
人
（
女
性
）
�

 
  

大
学
の
指
導
教
員
（
男
性
）
　
　
　
　
大
学
の
指
導
教
員
（
女
性
）
　
 

�

  
ア
ル
バ
イ
ト
先
の
先
輩
（
男
性
）
　
　
ア
ル
バ
イ
ト
先
の
先
輩
（
女
性
）
�

  
ア
ル
バ
イ
ト
先
の
友
人
（
男
性
）
　
　
ア
ル
バ
イ
ト
先
の
友
人
（
女
性
）
�

  
ア
ル
バ
イ
ト
先
の
上
司
（
男
性
）
　
　
ア
ル
バ
イ
ト
先
の
上
司
（
女
性
）
�

  
家
族
・
親
族
（
具
体
的
に
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
�

  
そ
の
他
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
�

�  
Ｑ
１２
．
あ
な
た
は
飲
酒
を
強
要
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
�

  
は
い
 

 い
い
え
�

  
＊
い
い
え
と
答
え
た
方
は
Ｑ
１５
．
へ
お
進
み
く
だ
さ
い
。
�

� � �  
Ｑ
１２
．
で
「
は
い
」
を
選
ん
だ
方
に
お
た
ず
ね
し
ま
す
。
�

 
Ｑ
１３
．
 あ
な
た
が
飲
酒
を
強
要
し
た
結
果
、
そ
の
相
手
は
ど
う
し
ま
し
た
か
？
�

  
断
っ
た
 

 少
量
飲
ん
だ
 

 強
要
さ
れ
る
ま
ま
に
飲
ん
だ
�

  
そ
の
他
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
�

�  
Ｑ
１４
．
 あ
な
た
が
飲
酒
を
強
要
し
た
の
は
次
の
う
ち
誰
で
し
た
か
？
（
複
数
回
答
可
）
�

  
大
学
の
先
輩
（
男
性
）
　
　
　
　
 大
学
の
先
輩
（
女
性
）
　
　
　
　
大
学
の
後
輩
（
男
性
）
�

  
大
学
の
後
輩
（
女
性
）
　
　
　
　
大
学
の
友
人
（
男
性
）
　
　
　
　
大
学
の
友
人
（
女
性
）
�

  
大
学
の
指
導
教
員
（
男
性
）
　
　
大
学
の
指
導
教
員
（
女
性
）
　
 

�

  
ア
ル
バ
イ
ト
先
の
先
輩
（
男
性
）
　
　
　
ア
ル
バ
イ
ト
先
の
先
輩
（
女
性
）
�

  
ア
ル
バ
イ
ト
先
の
友
人
（
男
性
）
　
　
　
ア
ル
バ
イ
ト
先
の
友
人
（
女
性
）
�

  
ア
ル
バ
イ
ト
先
の
上
司
（
男
性
）
　
　
　
ア
ル
バ
イ
ト
先
の
上
司
（
女
性
）
�

  
家
族
・
親
族
（
具
体
的
に
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
�

  
そ
の
他
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
�

�



１２５�北大生１０１人と飲酒�

 
Ｑ
１５
．
あ
な
た
は
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
を
飲
ん
で
い
る
人
、
あ
る
い
は
酩
酊
状
態
の
人
と
�

 
　
　
　
自
宅
あ
る
い
は
居
酒
屋
、
バ
ー
な
ど
で
同
席
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
�

  
は
い
 

 い
い
え
�

  
＊
い
い
え
と
答
え
た
方
は
Ｑ
１７
．
へ
お
進
み
く
だ
さ
い
。
�

�  
Ｑ
１５
．
で
「
は
い
」
を
選
ん
だ
方
に
お
た
ず
ね
し
ま
す
。
�

 
Ｑ
１６
．
そ
の
場
合
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
を
飲
ん
で
い
る
人
、
あ
る
い
は
酩
酊
状
態
の
人
に
関
し
て
、
�

 
　
　
　
　あ
な
た
が
気
に
な
る
の
は
次
の
う
ち
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
？
（
複
数
回
答
可
）
�

  
何
も
気
に
な
ら
な
い
 

 に
お
い
 

 自
分
へ
の
言
動
�

  
他
者
へ
の
言
動
 

 自
分
へ
の
暴
力
行
為
 

 他
者
へ
の
暴
力
行
為
な
ど
 
�

  
そ
の
他
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
�

 �  
Ｑ
１７
．
あ
な
た
は
Ａ
Ａ
 （
Ａｌ
ｃｏ
ｈｏ
ｌｉ
ｃｓ
 Ａ
ｎｏ
ｎｙ
ｍ
ｏｕ
ｓ
）
と
い
う
組
織
に
つ
い
て
き
い
た
こ
と
が
�

 
　
　
　
あ
り
ま
す
か
？
�

  
は
い
 

 い
い
え
�

  
＊
い
い
え
と
答
え
た
方
は
Ｑ
１９
．
へ
お
進
み
く
だ
さ
い
。
�

�  
Ｑ
１７
．
で
「
は
い
」
を
選
ん
だ
方
に
お
た
ず
ね
し
ま
す
。
�

 
Ｑ
１８
．
Ａ
Ａ
の
こ
と
を
最
初
に
知
っ
た
の
は
次
の
う
ち
ど
の
よ
う
な
媒
体
を
通
し
て
で
す
か
？
�

  
新
聞
　
　
　
 雑
誌
　
　
　
ポ
ス
タ
ー
　
　
　
映
画
　
　
　
 学
校
�

  
家
族
　
　
　
 友
人
　
　
　
そ
の
他
　
（
　
　
　
　
　
　
）
�

�  
Ｑ
１９
．
あ
な
た
は
ア
ラ
ノ
ン
（
Ａｌ
－
Ａ
ｎｏ
ｎ
）
と
い
う
組
織
に
つ
い
て
き
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
�

  
は
い
 

 い
い
え
�

  
＊
い
い
え
と
答
え
た
方
は
Ｑ
２１
．
へ
お
進
み
く
だ
さ
い
。
�

 
Ｑ
１９
．
で
「
は
い
」
を
選
ん
だ
方
に
お
た
ず
ね
し
ま
す
。
�

 
Ｑ
２０
．
 ア
ラ
ノ
ン
の
こ
と
を
最
初
に
知
っ
た
の
は
次
の
う
ち
ど
の
よ
う
な
媒
体
を
通
し
て
で
す
か
？
�

  
新
聞
　
　
　
　
雑
誌
　
　
　
　
ポ
ス
タ
ー
　
　
　
　
映
画
　
　
　
　
学
校
�

  
家
族
　
　
　
　
友
人
　
　
　
　
そ
の
他
　
（
　
　
　
　
　
　
）
�

�  
Ｑ
２１
．
あ
な
た
は
断
酒
会
と
い
う
組
織
に
つ
い
て
き
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
�

  
は
い
 

 い
い
え
�

  
＊
い
い
え
と
答
え
た
方
は
Ｑ
２３
．
へ
お
進
み
く
だ
さ
い
。
�

�  
Ｑ
２１
．
で
「
は
い
」
を
選
ん
だ
方
に
お
た
ず
ね
し
ま
す
。
�

 
Ｑ
２２
．
断
酒
会
の
こ
と
を
最
初
に
知
っ
た
の
は
次
の
う
ち
ど
の
よ
う
な
媒
体
を
通
し
て
で
す
か
？
�

  
新
聞
　
　
　
　
雑
誌
　
　
　
　
ポ
ス
タ
ー
　
　
　
　
映
画
　
　
　
　
学
校
�

  
家
族
　
　
　
　
友
人
　
　
　
　
そ
の
他
　
（
　
　
　
　
　
　
）
�

� �

 
Ｑ
２３
．
 あ
な
た
は
ア
ル
コ
ー
ル
が
薬
物
の
一
種
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
し
た
か
？
�

  
は
い
 

 い
い
え
�

�  
Ｑ
２４
．
 あ
な
た
は
学
校
教
育
の
中
で
ア
ル
コ
ー
ル
に
関
す
る
教
育
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
か
？
�

  
は
い
 

  い
い
え
�

  
＊
い
い
え
と
答
え
た
方
は
Ｑ
２７
．
へ
お
進
み
く
だ
さ
い
。
�

�  
Ｑ
２４
．
で
「
は
い
」
を
選
ん
だ
方
に
お
た
ず
ね
し
ま
す
。
�

 
Ｑ
２５
．
 ア
ル
コ
ー
ル
に
関
す
る
教
育
は
次
の
う
ち
ど
の
段
階
で
始
め
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
か
？
�

  
小
学
校
低
学
年
　
　
　
　
小
学
校
中
学
年
　
　
　
　
小
学
校
高
学
年
�

  
中
学
校
１
年
　
　
　
　
　
中
学
校
２
年
　
　
　
　
　
中
学
校
３
年
�

  
高
校
１
年
　
　
　
　
　
　
高
校
２
年
　
　
　
　
　
　
高
校
３
年
�

  
そ
の
他
（
具
体
的
に
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
�

�  
Ｑ
２６
．
Ｑ
２５
．
で
選
ん
だ
項
目
に
つ
い
て
そ
の
理
由
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
�

   
理
由
：
�

�  
Ｑ
２７
．
も
し
よ
ろ
し
け
れ
ば
ア
ル
コ
ー
ル
に
ま
つ
わ
る
ご
経
験
、
ご
感
想
な
ど
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
�

Ｃ
ｏｐ
ｙｒ
ｉｇ
ｈｔ
  ２
００
２
，  ２
００
３
   
Ｍ
ｕｔ
ｓｕ
ｋｏ
 Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ａ
�

Ｃ
ｏｐ
ｙｒ
ｉｇ
ｈｔ
  ２
００
４
，  ２
００
５
，  ２
００
６
，  ２
００
７
   
Ｍ
ｕｔ
ｓｕ
ｋｏ
 Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
�

Ｃ
�

Ｃ
�

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
�



１２６�

副学長名で出された学内掲示、「学生の飲酒事故の防止について」（平成１９年５月１７日）によると、これら９名のうち「半
数は意識不明の危険な状態であり、搬送が遅れた場合は死に至る可能性があったというきわめて深刻な状況」だったと
いうことである。�
北海道大学保健管理センター所長　武蔵学「お酒をめぐる冒険―安全な「飲酒文化」の構築へ向けてー」『ほけかん
だより』第５２号（２００５年５月２３日）。�
文末資料参照。�
今年度の調査については入力作業をティーチング・アシスタントのＫｉｋｏｍｂｏ Ａｎｄｒｅｗ Ｋｉｌｉｎｇａさん（情報科学研究科
修士課程）、集計その他を筆者が行った。�
この授業では前回授業のあらましや受講者が毎回提出した感想、簡単な用語解説、連絡事項を”Ｎｅｗｓｌｅｔｔｅｒ”として
配布した。�
不起訴、敗訴などを経て２００６年１１月１４日、福岡高裁で勝訴判決。関係者８人が「安全配慮義務」に違反したとして損
害賠償を命じられた。アルコール薬物問題全国市民協会がそのホームページで詳細を明らかにしている�
（ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ａｓｋ．ｏｒ．ｊｐ）。�
『朝日新聞』２００２年１２月１７日。�
ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｋｏｂｅ－ｎｐ．ｃｏ．ｊｐ/ｋｏｂｅｎｅｗｓ/ｓｇ/００００６５２０６５．ｓｈｔｍｌ （神戸新聞ＷＥＢＮＥＷＳ）によると被害にあった
男子生徒には、今も、不意に声を発してしまうなどの症状が残り、通院を続けている。�
２００２年、２００３年に筆者が行った「飲酒に関する大学生の意識調査」の結果の一部が「飲酒、半数が『強要された』」
として『朝日新聞』（２００３年８月１３日）で紹介された。同日、「人民日報日本語サイト」に再録された。�
文末資料「飲酒に関する大学生の意識調査」Ｑ１５（あなたはアルコール飲料を飲んでいる人、あるいは酩酊状態の人
と自宅あるいは居酒屋、バーなどで同席したことがありますか？）には９２名（９１．０９％）の学生が「はい」と答えた。�
平成１２年度に実施された「児童生徒の薬物等に対する意識等調査」（文部科学省）によると、児童生徒の薬物に対す
る意識が全般的に改善されつつあることがうかがわれる。また、少年の覚せい剤事犯検挙人員が減少傾向にあるなど、
児童生徒の薬物乱用に一定の歯止めがかかったと認められる。�
例えば酒（アルコール飲料）はその後の薬物使用のｇａｔｅｗａｙ ｄｒｕｇ（入門薬物）として位置付けられている。�
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